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様式第２号（第11条関係）

[bookmark: DC_Sp0074]認　定　申　請　書　　　　　 　　　　　　　　正　副
（第１面）
	
　滋賀県流域治水の推進に関する条例第14条第１項第４号の規定による認定を申請します。

　　　　　　　年　　月　　日
（宛先）
　　滋賀県知事　
申請者
住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）


氏名（法人にあっては、名称および代表者の氏名）
　　　　　　　　　　　　　


	適用除外の認定を受
けようとする理由
	


注　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とします。

（第２面）
建築主等の概要
	１　建築主
	氏　　　　　名
	

	
	住　　　　　所
	

	
	電　話　番　号
	

	２　代理者
	資　　　　　格
	　　　　　建築士　　　　　　登録第　　　　　　　号

	
	氏　　　　　名
	

	
	建築士事務所名
	　　　　建築士事務所　　　　知事登録第　　　　　号


	
	所　　在　　地
	

	
	電　話　番　号
	

	３　設計者
	資　　　　　格
	　　　　　建築士　　　　　　登録第　　　　　　　号

	
	氏　　　　　名
	

	
	建築士事務所名
	　　　　建築士事務所　　　　知事登録第　　　　　号


	
	所　　在　　地
	

	
	電　話　番　号
	

	４　工事監理者
	資　　　　　格
	　　　　　建築士　　　　　　登録第　　　　　　　号

	
	氏　　　　　名
	

	
	建築士事務所名
	　　　　建築士事務所　　　　知事登録第　　　　　号


	
	所　　在　　地
	

	
	電　話　番　号
	

	５　工事施工者
	氏　　　　　名
	

	
	営　業　所　名
	建設業の許可　　　　　　第　　　　　　号


	
	所　　在　　地
	

	
	電　話　番　号
	

	６　備　　　考
	




注１　２欄は、建築主からの委任を受けて代理者が申請を行う場合に記入してください。併せて、委任状を提示するとともに、その写しを添付してください。
[bookmark: DC_Sd0050]２　２欄、３欄、４欄および５欄は、代理者、設計者、工事監理者、工事施工者が建築士事務所に属しているときは、その名称を記入し、建築士事務所に属していないときは、所在地はそれぞれ代理者、設計者、工事監理者の住所を記入してください。
[bookmark: DC_Sd0051]３　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とします。


（第３面）
建築物およびその敷地に関する事項
	１　地　名　地　番
	

	２　住　居　表　示
	

	３　都市計画区域の
内外の別
	□都市計画区域内　　　□都市計画区域外

	４　敷　地　面　積
	　　　　　　　　　　　　　　　　㎡

	５　主　要　用　途
	　　　　　　　　　　　　　　

	６　工　事　種　別
	[bookmark: DC_Sp0075][bookmark: DC_Sp0076][bookmark: DC_Sp0077]□新築  □増築  □改築  □用途変更

	
	申　請　部　分
	申請以外の部分
	合　　　　　計

	７　建　築　面　積
	　　　　　　　　㎡
	　　　　　　　　㎡
	　　　　　　　　㎡

	８　延　べ　面　積
	　　　　　　　　㎡
	　　　　　　　　㎡
	　　　　　　　　㎡

	９　建築物の数
	申請に係る建築物の数
	

	
	同一敷地内の他の建築物
の数
	

	10　敷地の想定水位
　等
	敷地の地盤面の高さ
	　　　　　　　　　　　　ｍ

	
	想定水位
	　　　　　　　　　　　　ｍ

	
	
	申請に係る建築物
	他の建築物

	11　建築物の階数等
	階数
	地上　　　　　　階
地下　　　　　　階
	地上　　　　　　階
地下　　　　　　階

	
	構造
	　　　　　　　造　　一部　　　　　　　造

	
	最も高い居室の床面の高さ
	　　　　　ｍ
	　　　　　　ｍ

	
	屋上の高さ
	　　　　　ｍ
	　　　　　　ｍ

	12　工事着手予定年
月日
	[bookmark: DC_Sp0082][bookmark: DC_Sp0083][bookmark: DC_Sp0084][bookmark: DC_Sp0085]　　　    年  　  月   　 日

	13　工事完了予定年
月日
	[bookmark: DC_Sp0086][bookmark: DC_Sp0087][bookmark: DC_Sp0088][bookmark: DC_Sp0089]　　   　 年 　   月  　  日

	14　その他必要な事
項
	



	15　備　　　　　考
	




注１　２欄は、住居表示が定まっているときに記入してください。
[bookmark: DC_Sd0052][bookmark: DC_Pa0042]２　３欄および６欄は、該当する□にレ印を記入してください。
[bookmark: DC_Sd0053][bookmark: DC_Pa0043]３　９欄の建築物の数は、延べ面積が10平方メートルを超えるものについて記入してください。
[bookmark: DC_Sd0054][bookmark: DC_Pa0044]４　11欄の屋上の高さの欄は、屋上がある場合に記入してください。
[bookmark: DC_Sd0055][bookmark: DC_Pa0045]５　10欄および11欄に記載する地盤面の高さ、想定水位および高さについては、東京湾平均海面からの高さにより表記してください。
[bookmark: DC_Sd0056][bookmark: DC_Pa0046]６　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とします。





（第４面）
建築物別概要
	１　番　　　　　号
	

	２　用　　　　　途
	

	３　工　事　種　別
	[bookmark: DC_Sp0091][bookmark: DC_Sp0092][bookmark: DC_Sp0093]□新築  □増築  □改築  □用途変更

	４　構　　　　　造
	　　　　　　　　　造　　　一部　　　　　　　　造

	５　階　　　　　数
	地階を除く階数
	　　　　　　　　　階

	
	地階の階数
	　　　　　　　　　階

	
	階　の　別
	申　請　部　分
	うち想定水位以上にある居室の床面積

	６　床　　面　　積
	　　　　　　　　　階
	　　　　　　　　㎡
	　　　　　　　　㎡

	
	　　　　　　　　　階
	　　　　　　　　㎡
	　　　　　　　　㎡

	
	　　　　　　　　　階
	　　　　　　　　㎡
	　　　　　　　　㎡

	
	　　　　　　　　　階
	　　　　　　　　㎡
	　　　　　　　　㎡

	
	　　　　　　　　　階
	　　　　　　　　㎡
	　　　　　　　　㎡

	
	合　　　　　　計
	　　　　　　　　㎡
	　　　　　　　　㎡

	７　屋上の高さ
	　　　　　　　ｍ

	８　その他必要な事
項
	



	９　備　　　　　考
	




注１　この書類は、認定の申請をする建築物ごとに作成してください。
[bookmark: DC_Sd0057][bookmark: DC_Pa0054]２　１欄は、建築物の数が１のときは「１」と記入し、建築物の数が２以上のときは、認定の申請をする建築物ごとに通し番号を付し、その番号を記入してください。
[bookmark: DC_Sd0058][bookmark: DC_Pa0055]３　２欄は、用途をできるだけ具体的に記入してください。
[bookmark: DC_Sd0059][bookmark: DC_Pa0056]４　３欄は、該当する□にレ印を記入してください。
[bookmark: DC_Sd0060][bookmark: DC_Pa0057]５　６欄は、最上階から順に記入してください。
[bookmark: DC_Sd0061][bookmark: DC_Pa0058]６　７欄は、屋上がある場合に記入してください。
[bookmark: DC_Sd0062][bookmark: DC_Pa0059]７　７欄に記載する屋上の高さについては、東京湾平均海面からの高さにより表記してください。
[bookmark: DC_Sd0063][bookmark: DC_Pa0060]８　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とします。
[bookmark: DC_Pa0061]


（第５面）
建築物の階別概要
	１　番号
	

	２　　階　
	　　　　　　　　　　階　

	３　階の高さ
	　　　　　　　ｍ

	４　構造
	　　　　　　　　造　　　　一部　　　　　　　造

	
	具体的な用途の名称
	床面積
	床面の高さ

	５　用途別床面積
	
	　　　　　　　　　㎡
	　　　　　　ｍ

	
	
	　　　　　　　　　㎡
	　　　　　　ｍ

	
	
	　　　　　　　　　㎡
	　　　　　　ｍ

	
	
	　　　　　　　　　㎡
	　　　　　ｍ

	
	
	　　　　　　　　　㎡
	　　　　　　　　　ｍ

	
	
	　　　　　　　　　㎡
	　　　　　　ｍ

	６　その他必要な事項
	



	７　備考
	




注１　この書類に記載すべき事項を別紙に明示して添付すれば、この書類を別途提出する必要はありません。
[bookmark: DC_Sd0064][bookmark: DC_Pa0066]２　この書類は、認定の申請をする建築物ごとの階のうち、想定水位以上にある階の階ごとに作成してください。
[bookmark: DC_Sd0065][bookmark: DC_Pa0067]３　５欄は、用途をできるだけ具体的に記入し、それぞれの用途に供する部分の床面積および床面の高さを記入してください。
[bookmark: DC_Sd0066][bookmark: DC_Pa0068]４　３欄および５欄に記載する高さについては、東京湾平均海面からの高さにより表記してください。
[bookmark: DC_Sd0067][bookmark: DC_Pa0069]５　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とします。

